
伐採及び伐採後の造林の届出書　チェックリスト①
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②森林整備事業委託の有無 確　認　事　項

森林経営計画対象森林区域内に伐採の場合 森林経営計画に係る伐採届出【事後届出（15条）】が必要

森林病害虫等防除法、道路法、航空法による伐採の場合 届出不要

森林法に基づく開発行為の許可を受けた伐採の場合 届出不要（許可を要しないまたは林地開発協議に係る案件は必要）

①届出を要する森林か否か 確　認　事　項

５条森林（地域森林計画の対象となっている民有林） 届出は必要ですが、以下の場合は不要または別の届出となります。

保安林または保安施設地区内における伐採の場合 主伐（皆伐・択伐）、間伐の場合は県へ申請・届出

森林組合及び林業事業体等へ森林施業委託有り 森林経営計画に係る伐採届出【事後届出（15条）】

森林組合及び林業事業体等へ森林施業委託無し

③伐採の目的 確　認　事　項

過去５年以内の造林補助金の受給の有無（皆伐の場合） 補助金（主に間伐、防護柵）の受給がある場合は、補助金を返還

伐採後更新

伐採後森林以外に転用

転用面積が１ha以下 届出に記載

転用面積が１haを超える 県に林地開発許可を申請（①のe参照）

④届出者の有する伐採及び伐採後の造林に関する権原の確認 確　認　事　項

伐採と伐採後の権原を有する者が同一（伐採する者と伐採後の造林を行う者が同一） 届出者は森林所有者または経営の受託者となる

伐採と伐採後の権原を有する者が異なる（伐採する者が立木買受者等である） 連名による提出となる

⑤記載漏れの確認 確　認　事　項

届出年月日

届出人

住所

氏名

押印（届出人が個人で氏名欄を自署している場合は省略可）

森林の所在場所（市町村、大字、字、地番）

伐採面積（ha単位、小数第２位）

伐採の方法（主・間伐別、伐採種別【主伐は、皆伐または択伐】、伐採率【立木材積】）

伐採樹種

伐採齢

伐採の期間（１年を超える場合は年次計画添付） 届出年月日以降の30～90日の範囲内が伐採開始時期

伐採後の造林の方法（植栽、天然更新等）

天然更新の場合は造林作業の有無

伐採後の造林の期間（期間の始期及び終期） 以下の⑥-cの確認による

伐採後の造林樹種（複数樹種の場合は樹種ごと）

備考（他法令の制限事項、更新補助作業の種類、作業道敷設の有無）

伐採後の造林の方法別及び樹種別の造林面積（樹種ごとの面積）

伐採後の植栽する樹種別の植栽本数（樹種ごとの本数） 以下の⑥-cの確認による

伐採跡地の用途（森林以外の用途に供される場合のみ）
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位置図、字図、地積図、森林簿、森林計画図（赤線で囲む）

⑦添付書類 確　認　事　項

届出人が森林所有者でない場合や連名の場合

土地所有者が確認できる書類

造林者の住所が確認できる書類

登記簿謄本、登記事項要約書、森林の土地の所有者届出等

住民票等

森林境界のわかる書類

地元や関係団体、関係施設管理者との協議（地元自治会、土地改
良区、水利組合、施設管理者等）

隣接所有者を確認したことがわかる書類（記名、押印のある書類）

協議書、承諾書等

伐採箇所のわかる書類

造林委託契約書等の写し

立木売買契約書の写し

実際の森林所有者が相続や売買等で登記簿等での名義人と異なる場合 戸籍謄本や売買契約書など所有権が変わったことがわかる書類

宅地など開発に伴う伐採で、伐採後林地でなくなる場合 開発の全体計画のわかる図面

伐採が２年以上にまたがって行われる場合 年次別計画（位置図で年次ごとの伐採箇所がわかるようにする）

⑧注意事項 確　認　事　項

届出書提出後に内容が変更した場合

届出者や伐採者が変わる

伐採箇所が変わる

伐採、あるいは開発する面積が変わる

伐採の方法が変わる（択伐を皆伐にする等）

伐採だけの予定が開発を行うこととなった

伐採する木の種類や林齢が違っていた

伐採跡地の用途が変わる

伐採後の造林の方法や期間、造林樹種などが変わる等

⑥国富町森林整備計画に記載されている事項 確　認　事　項

届出年月日

スギ2,000～3,000本/ha、ヒノキ2,500～3,500本/ha、クヌギ3,000～3,500本/ha

国富町森林整備計画により該当なし

人工造林の場合伐採終了年度の翌年度より２年間、天然更新の場合は翌
年度より５年間

植栽によらなければ適確な更新が困難な森林

造林の期間

植栽本数その他造林の標準的な方法

その他


